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業務出張様式４


業務出張報告書

	業務出張者
	西舘　翔子
	所属
	はちのへ認知症疾患医療センター
	職種
	精神保健福祉士

	出張目的
	2018年度　東北福祉大学　精神保健福祉士実習指導者講習会

	出張先
	東北福祉大学　仙台駅東口キャンパス

	期間
	平成30年8月4日　～　平成30年8月5日

	法人担当者
	

	相手
	東北福祉大学

	場所
	東北福祉大学　仙台駅東口キャンパス

	報告内容

1日目・平成30年8月4日（土）

8：50～　　　　 開講式・オリエンテーション

9：00～10：00　 精神保健福祉援助実習指導概論　　田中　治和（東北福祉大学）

10：10～11：10　演習①

11：20～12：20　実習スーパービジョン論（1）　　三浦　剛（東北福祉大学）

13：10～14：40　実習スーパービジョン論（2）

14：50～15：50　演習②

16：00～17：30　現場実習マネジメント論　　　　 小野　芳秀（東北福祉大学）
17：40～18：40　演習③　　　　　　　　　　　

2日目・平成30年8月5日（日）

8：30～　　　　 受付

9：00～11：00　実習指導方法論―総論　田中　尚（岩手県立大学・東北福祉大学非常勤講師）

11：10～12：10　演習④

13：00～14:30　実習指導方法論―各論　那須　裕悌（社会福祉法人鶴翔会 こまくさの里・東北福祉大学兼任講師）
14：40～16：40　演習⑤

16：40～17：00　閉講式・修了証交付


	1 精神保健福祉援助実習指導論概論

平成26年に精神保健福祉法が改正されたものの社会的入院患者数の減少が見られないことやまた、長期入院患者の高齢化、認知症患者の割合が増加している。また、『入院医療中心から地域生活中心へ』という施策の転換や障害者自立支援法の施行等精神保健福祉士を取り巻く環境は変化している。上記より新カリキュラムとなり、内容も技術的な体験を求めたものとなっている。実習生への指導でも同様で、包括的な立場からの指導や、チーム医療と地域移行を行う際の精神保健福祉士の役割、具体的なサービス利用の過程等の指導が必要となった。

(1)カリキュラムの変化

・ソーシャルワークは技術のみでなく、様々な要素が組み合わされて成長していくものである。

・演習時間が増加となり、これまで以上に主体性を持ち学ぶ姿勢が必要となった。

(2)実習指導の3者(4者)関係の理解
・実習とは、実習生・利用者・教員・実習指導者の4者で成り立っている。実習生にとって実習指導者と担当教員からの両者からスーパーバイズを受けることとなる為、実習指導者と担当教員は両者の指導に関する共通理解が必要である。

(3)後進育成の意義
(4)実習指導に対する価値の変換
2 実習スーパービジョン論
　OJTとスーパービジョンの違いを理解する必要がある。業務ではついOJTになってしまいやすい為、目的を確認し合い、契約し、スーパービジョンの機能を理解した上で実施していく。スーパービジョンとは、ソーシャルワークを実践する専門職同士(実習においては教育機関とソーシャルワーク実践の現場と)の契約に基づき、一定程度の経験を有する先輩ソーシャルワーカーが、ソーシャルワーカーを目指す、新人・学生・後輩の、現場での学びを手伝うプロセスである。また、ソーシャルワークのスーパービジョンには3つの役割があり、「管理的機能」「教育的機能」「支持的機能」である。
　実習スーパービジョンでは、業務を教えるのではなく、精神保健福祉士の価値・知識・技術を教える。実習生の作成した計画書を元に、指導者が実習プログラムを作成し、学生の語りに対しを一緒に振り返りを行う中で答えを出してあげるのではなく、「どうして？」「なぜ？」と気づきや考えを言語化にて深めていく過程が大切である。そのためには、学生が語れる環境や雰囲気づくり、関係性の構築などが必要となってくる。また、実習の中での個別事例を一般化・理論化して伝達する役割や学生が養成校で学んだ理論に照らし合わせて考えられるように支援する役割を担っている。しかし、課題としては実習指導者と担当教員の両者のスーパーバイザーが学生の実習テーマや課題を実習中から実習後の事後学習にどのよう繋げるかが課題としてあり、実習の評価についてもスーパーバイザー両者の評価が異なる事も考えられるため、引継ぎについても書類だけでなく実習指導者の気づきを担当教員に適宜伝えるなど工夫をし、連携を図っていく必要がある。
3 実習マネジメント論
現場では実習生を受け入れることにためらいがある機関が多い。指導の時間や能力がないことや管理者や他職種からの協力が得られない等の理由は様々である。しかし、実習を受け入れることにより組織の新規事業、新人教育等の状況からも検討し、受け入れ時期や受け入れることでのメリットや利益が考えられる。

	また、実習生を受け入れることで、実習指導者の言語化する能力が向上される。しかし、実習中にはハプニングが発生する可能性が無いとも言えないことから、実習受け入れ前より実習対応時期や事前オリエンテーションでの実習内容と施設概要等の説明は必要となってくる。また、実習受け入れ機関内でもあらかじめ予測できる事柄については対応方法については事前に検討・取り決めをしておくことが望ましい。
4 実習指導方法論
実習の指導目標としては、「精神保健福祉機関・制度などの現状の理解」「障害者の理解」「ソーシャルワーカーの視点・方法・技術の取得」「個別支援の理解」が挙げられる。その中で、実習指導者として宇都宮病院事件やＹ問題などの隔離収容中心の精神科医療の歴史から精神障害者の権利剥奪等人権と権利擁護の視点について考える機会を提供する必要がある。また、実習生の「かかわり」の機会を提供する。基本的には学生に意図的。自覚的に「かかわり」の体験を持つ姿勢が必要となるが、消極的な姿勢が見られた場合には促す役割も担っている。また、かかわりの流れや実習生自身の気持ち・考えなどを言語化し表出させるプロセスも重要となってくる。ケース研究を通し、実習生の気になった患者との関わりの中から振り返りを行い、支援計画を作成。その中で、「自己決定の原則」「人権擁護」「チーム連携」「地域移行」等について養成校で学んでいる基礎知識に加え、現場での実際の様子やかかわりから指導者が学生の考えや知識を掘り下げていく。指導計画の骨組みはある程度作成しておくことが必要であり、医療機関でできること、指導者の業務とも照らし合わせ、どこの部署で体験ができるか、誰に協力を求めるか、実習生にどこまでの理解を求めるかを事前に検討する必要がある。
所　　見
　自身が学生時代に行った実習を振り返りながら、講習やグループワークを行っている。
3年間の相談支援の実務経験を経て、実習指導者の講習を受ける事が可能となり、講習会を受ける事により平準的な実習指導者の育成を目指しているとの事であるが、実習指導には指導者の経験や知識、支援技法なども実習生にとっては大きな影響となると感じた。また、実習指導者だけではなく、実習受け入れ機関全体に協力を仰ぐことや受け入れの事前準備を行う事で実習をスムーズに進める事が可能になることや実習生の学ぶ場の環境を構築することが可能となることなどからも、日頃より他部署との関係性や情報共有を図っていく事も重要。実習を通して『気づき』や『言語化して伝える』ことがポイントとなっているが、どのように学生に対し自身の気づきを深めてもらうかまたその気づきや自身の考えを言語化し文章や口頭で伝えるなど場面ときっかけを作ることも必要である。実習は学生がかかわりの主体性をもって行うものであるが、学生にとっては
精神保健福祉士の資格に対してのモチベーションも異なることが考えられる為、自分自身も考えを言語化して伝えることについては難しさを日々感じていることから、日々の業務から心掛けて行っていく必要がある。また、実習指導に限らず新人や後輩指導の経験があまりないことからも、職場内でのＯＪＴを積極的に行うことから実習スーパービジョンに繋げられるとよいのかと考える。しかし、まだ経験年数も浅く実習スーパーバイザーとしては初心者であることから、実習指導を受ける中でも様々な出来事や悩み、
課題が出現することが考えられる。現在の職場には同職種の先輩が不在であることからも、実習指導者であるスーパーバイザーのスーパーバイズがあると心強く自身の振り返
りの良い機会になると感じた。その為、他職種でも実習指導の経験がある職員や上司に相談や振り返りを行って頂きながら進めていきたいと思う。各グループワークを通して、

	実習指導者の考えや思いを整理する場となっていたが、『実習指導者としてどのような精
神保健福祉士になってほしいか』との希望が根底にあり実習を対応する傾向があるが、自身が実習した経験はとても大切な経験となる為、多くの場面や機会を提供して多角的な考え方や物の捉え方が出来るような実習を提供できる実習指導者になりたいと思った。その為には、一度初心に戻り、日々の業務や相談支援などの振り返りを行い自分自身も気づきや考えを深めていきたいと思う。



	次回予定
	なし


	内容
	

	理事長コメント


１．参考となるべき資料の添付
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